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6
月
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
49
件
、
議
会
提
出
議
案

２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

6
月
定
例
会

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

会
期　

６
月
12
日
～
23
日
（
12
日
間
）

●議会をPick-Up!Pick-Up

01

一
般
会
計
補
正
予
算
〔
第
１
・
２
号
〕

〔
主
な
事
業
お
よ
び
内
容
〕

●
薬
剤
配
達
支
援
事
業

　

国
民
健
康
保
険
松
之
山
診

療
所
の
門
前
薬
局
の
閉
店
に

伴
い
、
移
動
手
段
を
持
た
な

い
高
齢
者
宅
に
、
市
内
薬
局

か
ら
薬
剤
を
配
達
す
る
際
の

配
達
料
等
を
支
援
し
ま
す
。

Pick-Up

02

意
見
書
の
　

　
　
　
提
出

議
案
番
号
等

議
決
結
果

賛　
　
　

成

反　
　
　

対

か が や き 希　　望 日 本 共 産 党
十日町市議団 新

しん

 成
せい

 会
かい

無 会 派

富
井
高
志

山
家
悠
平

水
落
静
子

鈴
木
一
郎

市
川
直
子

滝
沢
青
葉

根
津
年
夫

中
林
寛
暁

遠
田
延
雄

大
嶋
由
紀
子

滝
沢　

繁

富
井
春
美

樋
口
富
行

星
名
大
輔

野
沢
浩
平

福
崎
哲
也

俵
山　

裕

小
林
正
夫

村
山
達
也

54 承　認 15 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ※

賛否等の状況 賛否が分かれた議案のうち、起立採決等により個々の賛否が明らかな議案について掲載。（○：賛成、×：反対、−：欠席）
※村山達也議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

●
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業

　

総
務
省
事
業
「
地
域
活
性

化
起
業
人
制
度
」
を
活
用
し

た
民
間
企
業
と
の
協
定
を
締

結
し
、
十
日
町
市
の
認
知
度

向
上
、
誘
客
促
進
、
地
域
産

品
の
販
路
拡
大
な
ど
に
よ
る

地
域
経
済
発
展
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
消
雪
パ
イ
プ
改
修
事
業

　

令
和
８
年
１
月
に
井
戸
か

ら
大
量
の
豆
砂
利
の
揚
水
に

よ
る
散
水
不
能
区
間
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
冬
の

道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
必
要
な
井
戸
改
修
を
行

い
ま
す
。

●
消
雪
パ
イ
プ
更
新
事
業

　

令
和
７
年
度
の
冬
季
に
お

い
て
、
地
下
水
位
の
低
下
に

起
因
す
る
消
雪
パ
イ
プ
の
渇

水
が
発
生
、
ま
た
、
近
年
連

続
稼
働
に
よ
る
地
下
水
需
要

の
増
大
や
降
雪
状
況
の
変
化

等
に
よ
り
、
冬
季
の
地
下
水

環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
消
雪
パ
イ
プ

の
渇
水
発
生
要
因
や
地
下
水

利
用
の
現
状
等
を
定
量
的
に

把
握
・
分
析
し
、
効
果
的
か

つ
実
現
性
の
高
い
渇
水
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

●
屋
根
雪
除
雪
安
全
対
策
事

業
　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
伴
う

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
等
安
全

設
備
の
設
置
費
に
対
す
る
一

●
流
雪
溝
整
備
事
業

　

令
和
９
年
度
に
発
注
を
予

定
し
て
い
る
中
沢
川
揚
水
機

場
の
受
変
電
設
備
の
納
期
に

約
１
年
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
令
和
９
年
度
の
試
運
転

に
間
に
合
う
よ
う
前
倒
し
発

注
す
る
た
め
、
必
要
な
経
費

を
増
額
し
ま
す
。

　

議
員
が
提
出
し
た
次
の
意

見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め

国
の
関
係
機
関
や
国
会
に
提

出
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
よ

う
に
要
望
し
ま
す
。

●
外
交
に
よ
る
中
東
情
勢
の

平
和
的
解
決
と
国
民
生
活

の
安
定
を
求
め
る
意
見
書

薬　局 自　宅

②薬を配送

①オンライン
服薬指導

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
農
業

　
生
産
条
件
整
備
支
援
事
業

　

燃
料
や
肥
料
の
価
格
高
騰
、

電
気
料
金
の
値
上
げ
が
続
く

中
、
生
産
コ
ス
ト
が
増
加
し

て
い
る
農
業
経
営
体
の
経
営

の
安
定
化
を
目
的
と
し
、
燃

料
や
電
気
使
用
量
、
ま
た
は

肥
料
費
を
10
％
以
上
低
減
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
農
業

機
械
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

●
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
事
業

　

就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農

後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
経

営
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
認

定
新
規
就
農
者
（
原
則
50
歳

未
満
）
に
対
し
、
初
期
の
農

業
経
営
や
生
活
に
必
要
な
支

援
を
拡
充
し
ま
す
。

地域活性化!!

部
補
助
に

つ
い
て
、

補
助
率
及

び
補
助
上

限
額
を
拡

充
し
ま
す
。
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6月定例会 議決結果
議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 採決状況 議決結果

市

長

提

出

議

案

51 専決処分の承認について（令和７年度十日町市一般会計補正予算〔第15号〕） ― 全員賛成 承　　認

52 専決処分の承認について（十日町市税条例の一部を改正する条例） ― 全員賛成 承　　認

53 専決処分の承認について（十日町市都市計画税条例の一部を改正する条例） ― 全員賛成 承　　認

54 専決処分の承認について（十日町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ― 賛成多数 承　　認

55 専決処分の承認について（令和８年度十日町市一般会計補正予算〔第１号〕） ― 全員賛成 承　　認

56 農業委員会委員の任命について（村山　隆義〈むらやま　たかよし〉氏） ― 全員賛成 同　　意

57 農業委員会委員の任命について（髙橋　松雄〈たかはし　まつお〉氏） ― 全員賛成 同　　意

58 農業委員会委員の任命について（岩田　稔〈いわた　みのる〉氏） ― 全員賛成 同　　意

59 農業委員会委員の任命について（田村　実義〈たむら　みよし〉氏） ― 全員賛成 同　　意

60 農業委員会委員の任命について（福嶋　恭子〈ふくしま　きょうこ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

61 農業委員会委員の任命について（近藤　元〈こんどう　はじめ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

62 農業委員会委員の任命について（児玉　芳洋〈こだま　よしひろ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

63 農業委員会委員の任命について（村山　太郎〈むらやま　たろう〉氏） ― 全員賛成 同　　意

64 農業委員会委員の任命について（北村　公太郎〈きたむら　こうたろう〉氏） ― 全員賛成 同　　意

65 農業委員会委員の任命について（根津　徳男〈ねつ　とくお〉氏） ― 全員賛成 同　　意

66 農業委員会委員の任命について（長谷川　東〈はせがわ　あずま〉氏） ― 全員賛成 同　　意

67 農業委員会委員の任命について（古髙　悟〈こたか　さとる〉氏） ― 全員賛成 同　　意

68 農業委員会委員の任命について（吉楽　広志〈きら　ひろし〉氏） ― 全員賛成 同　　意

69 農業委員会委員の任命について（村山　浩一〈むらやま　こういち〉氏） ― 全員賛成 同　　意

70 農業委員会委員の任命について（樋口　則雄〈ひぐち　のりお〉氏） ― 全員賛成 同　　意

71 農業委員会委員の任命について（関口　稚子〈せきぐち　わかこ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

72 農業委員会委員の任命について（太田　祐治〈おおた　ゆうじ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

73 農業委員会委員の任命について（髙橋　勝久〈たかはし　かつひさ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

74 農業委員会委員の任命について（小栁　利勝〈こやなぎ　としかつ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

75 農業委員会委員の任命について（髙橋　陽一〈たかはし　よういち〉氏） ― 全員賛成 同　　意

76 農業委員会委員の任命について（今井　美津代〈いまい　みつよ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

77 農業委員会委員の任命について（髙橋　常雄〈たかはし　つねお〉氏） ― 全員賛成 同　　意

78 農業委員会委員の任命について（髙橋　重人〈たかはし　しげと〉氏） ― 全員賛成 同　　意

79 農業委員会委員の任命について（佐藤　功〈さとう　いさお〉氏） ― 全員賛成 同　　意

80 人権擁護委員候補者の推薦について（村武　邦子〈むらたけ　くにこ〉氏） ― 全員賛成 同　　意

81 十日町市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 全員賛成 原案可決

82 市道の廃止について 産業建設 全員賛成 原案可決

83 市道の認定について 産業建設 全員賛成 原案可決

84 市道の変更について 産業建設 全員賛成 原案可決

85 十日町市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定について 産業建設 全員賛成 原案可決

86 令和８年度十日町市一般会計補正予算（第２号）について ― 全員賛成 原案可決

87 令和８年度十日町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

88 令和８年度十日町市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

89 令和８年度十日町市訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

90 令和８年度十日町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

91 令和８年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

92 令和８年度十日町市松之山温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

93 令和８年度十日町市水道事業会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

94 令和８年度十日町市簡易水道事業会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

95 令和８年度十日町市下水道事業会計補正予算（第１号）について ― 全員賛成 原案可決

96 財産の取得について ― 全員賛成 原案可決

97 財産の取得について ― 全員賛成 原案可決

98 財産の取得について ― 全員賛成 原案可決

99 財産の取得について ― 全員賛成 原案可決

議会提
出議案

5 外交による中東情勢の平和的解決と国民生活の安定を求める意見書 ― 全員賛成 原案可決

6 議員派遣について ― 全員賛成 原案可決
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質問議員 質 問 事 項 ページ

星名大輔 窓口受付時間について、防犯灯の設置・更新について 4

俵山　裕 下水道施設の老朽化対策・災害時の要配慮者の対応と体制 5

富井高志 観光振興と子どもたちの命を守る安全なバス運行について 5

野沢浩平 空き家対策と老朽構造物・危険樹木の総点検について 6

市川直子 将来を見据えた十日町市の業務改革について 6

質問議員 質 問 事 項 ページ

樋口富行 街中に公衆トイレの整備を・学校のトイレに生理用品を 7

大嶋由紀子 飛渡第一小学校統合後の教育活動継承について 7

滝沢　繁 雪問題について 8

富井春美 中東情勢から生活を守る対策・学校統合と人口減少 8

　一般質問は、議員個人が問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接求めることができる
唯一の機会です。今回は、９人が私たちの生活に関わることについて質問をしました。

窓
口
受
付
時
間
に
つ
い
て
、

防
犯
灯
の
設
置
・
更
新
に
つ
い
て

質
問 

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、
職
員
の

働
き
方
改
革
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
の

目
的
か
ら
、
窓
口
受
付
時
間
を
短
縮
す
る
動

き
が
あ
り
ま
す
。
窓
口
受
付
時
間
を
今
後
ど

の
よ
う
に
す
る
考
え
か
。

答
弁 

窓
口
で
の
市
民
の
利
便
性
向
上
に
向

け
、
総
合
案
内
の
設
置
や
受
付
番
号
の
配
布

に
加
え
、
今
年
３
月
か
ら
本
庁
市
民
生
活
課

で
「
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ

ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
申
請
書

を
書
く
こ
と
な
く
短
時
間
で
証
明
書
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
の
他
に

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
子
育
て
や
介
護

等
の
分
野
で
各
種
電
子
申
請
を
可
能
と
す
る

な
ど
、
窓
口
手
続
時
間
の
短
縮
と
職
員
数
減

少
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。
窓
口
受
付

時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便
性

低
下
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
ご
と

の
来
庁
者
数
を
調
査
分
析
し
、
か
つ
市
民
の

意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

質
問 
防
犯
灯
設
置
事
業
は
無
く
な
り
ま
し

た
が
、
市
の
規
則
で
は
、
集
落
内
の
防
犯
灯

の
設
置
に
係
る
経
費
及
び
維
持
管
理
に
要
す

る
経
費
の
う
ち
、
防
犯
灯
本
体
に
係
る
経
費

は
、
市
の
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
犯
灯

星
名
大
輔 

議
員

の
設
置
及
び
更
新
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
考
え
か
。

答
弁 

市
で
は
、
交
通
安
全
や
犯
罪
防
止
を

目
的
と
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
現
物
支
給
事
業

を
実
施
し
、
防
犯
灯
の
普
及
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
本
事
業
は
要
望
の
あ
っ
た
町
内
に
対

し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
本
体
を
現
物
支
給
す

る
事
業
で
、
令
和
５
年
度
に
全
町
内
に
対
し

要
望
調
査
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
全
て
の

要
望
箇
所
へ
の
支
給
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら

現
在
、
支
給
を
中
断
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

更
新
時
期
を
迎
え
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
要
望
を
把
握
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
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観
光
振
興
と
子
ど
も
た
ち
の
命
を

守
る
安
全
な
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
・
災

害
時
の
要
配
慮
者
の
対
応
と
体
制

質
問 

本
市
に
と
っ
て
観
光
振
興
は
重
要
な

施
策
と
考
え
る
。
❶
大
地
の
芸
術
祭
で
の
観

光
客
の
回
遊
や
宿
泊
な
ど
、
旅
行
消
費
額
増

加
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
❷
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
対
す
る
方
針
を
伺
う
。

答
弁 ⃝

①
観
光
客
の
回
遊
・
宿
泊
・
消
費
拡

大
に
向
け
、
越
後
湯
沢
駅
か
ら
の
二
次
交
通

確
保
と
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
高

い
付
加
価
値
を
持
つ
光
の
館
で
は
増
額
改
定

後
で
も
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
需
要

に
応
じ
た
価
格
設
定
が
消
費
額
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
古
民

家
等
を
改
装
し
た
高
級
民
泊
施
設
や
廃
校
を

利
用
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
が
、
新
し
い

宿
泊
形
態
と
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。⃝②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は「
人

数
重
視
」
か
ら
「
消
費
額
拡
大
」
へ
転
換
し

て
い
ま
す
。
大
地
の
芸
術
祭
や
清
津
峡
渓
谷

ト
ン
ネ
ル
な
ど
質
の
高
い
情
報
を
発
信
し
、

台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
欧
米
豪
か
ら
の
滞

在
型
・
体
験
型
観
光
誘
客
に
注
力
し
ま
す
。

質
問 

❶
部
活
動
等
で
の
バ
ス
運
行
の
安
全

確
保
❷
熊
対
策
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
を
伺

う
。答

弁 ⃝
①
各
中
学
校
及
び
地
域
ク
ラ
ブ
に
、

改
め
て
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
よ
う
通
知

し
ま
し
た
。
大
会
会
場
へ
の
送
迎
は
、
原
則

と
し
て
保
護
者
が
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す

質
問 

下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
対
す
る
取

り
組
み
と
改
定
さ
れ
る
下
水
道
使
用
料
に
つ

い
て
❶
老
朽
化
に
対
す
る
整
備
計
画
と
進
捗

状
況
❷
改
定
さ
れ
る
下
水
道
使
用
料
と
今
後

の
具
体
的
な
整
備
内
容
と
の
関
連
性
を
伺
う
。

答
弁 ⃝

①
当
市
の
下
水
道
普
及
率
は
95
％
を

超
え
、
全
国
の
同
規
模
自
治
体
平
均
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
に
策

定
し
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
重
要
度
や
緊
急
度
の
高
い
施
設
か
ら

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
⃝②
下
水
道
使
用
料

は
、
人
口
減
少
に
よ
る
使
用
料
収
入
の
減
少

に
加
え
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
に
備

え
る
た
め
、
令
和
８
年
６
月
使
用
分
か
ら
改

定
し
ま
す
。
今
回
の
改
定
は
事
業
の
赤
字
補

填
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
耐
震
耐
水
化
、
統

合
と
い
っ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
運
用
を
図

る
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
も
の
で
、
将
来

に
大
き
な
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、

持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

質
問 

過
去
の
大
規
模
災
害
の
教
訓
を
生
か

し
防
災
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
生
活
様

式
の
変
化
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
避
難
生

活
の
多
様
化
や
支
援
者
の
人
手
不
足
な
ど
状

況
は
日
々
変
化
し
て
い
る
。
日
頃
の
備
え
と

し
て
防
災
学
習
や
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
・

災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

富
井
高
志 

議
員

俵
山

 

裕 

議
員

が
、
市
内
中
学
校
４
校
で
は
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
に
よ
る
送
迎
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
転
時
は
法
令

順
守
は
も
と
よ
り
、
市
の
規
則
に
基
づ
き
、

資
格
と
経
験
を
有
す
る
教
職
員
や
保
護
者
等

が
運
転
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ン
タ
カ
ー

に
よ
る
送
迎
も
同
様
の
取
扱
い
と
し
て
い
ま

す
。
⃝②
昨
年
度
、
熊
の
出
没
に
対
応
し
、
12

月
か
ら
の
冬
期
間
運
行
を
７
校
が
前
倒
し
で

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
熊
の
目
撃
情

報
が
あ
っ
た
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

冬
季
間
の
運
行
基
準
で
対
応
し
ま
し
た
。
今

後
も
現
状
に
合
わ
せ
、
安
全
・
安
心
な
通
学

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

答
弁 

市
で
は
毎
年
、
総
合
防
災
訓
練
や
水

防
訓
練
、
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
実
施

す
る
ほ
か
、
令
和
７
年
度
は
自
主
防
災
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
が

行
う
防
災
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
地
域
防
災

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
自
主
防
災
組
織

に
提
供
し
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
要
配
慮

者
の
迅
速
な
避
難
支
援
活
動
を
支
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
避
難
所
開
設
時
に
は
市
か
ら
避

難
所
担
当
職
員
を
配
置
し
、
避
難
者
の
状
況

把
握
や
、
健
康
面
で
支
援
が
必
要
な
避
難
者

は
医
療
機
関
に
つ
な
ぎ
、
妊
産
婦
は
保
健
師

が
支
援
す
る
な
ど
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

下水処理センター

出典：「経済波及効果」（観光庁）（https://www.mlit.go.jp/kankocho/tokei_hakusyo/
keizaihakyukoka.html）をもとに富井高志が2026年７月３日に抜粋・作成
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将
来
を
見
据
え
た
十
日
町
市
の

業
務
改
革
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
と
老
朽
構
造
物
・

危
険
樹
木
の
総
点
検
に
つ
い
て

質
問 

❶
人
口
減
少
や
職
員
採
用
難
が
進
む

中
、
業
務
フ
ロ
ー
の
見
直
し
と
市
民
の
利
便

性
向
上
、
職
員
負
担
の
軽
減
の
観
点
か
ら
の

さ
ら
な
る
業
務
改
革
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

❷
全
庁
的
な
業
務
量
調
査
を
行
っ
て
い
な
い

中
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
業
務
課
題
を
把

握
し
何
を
基
準
に
改
革
を
進
め
て
い
く
か
伺

い
ま
す
。
❸
窓
口
業
務
に
つ
い
て
、
効
率
化

だ
け
で
な
く
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
踏
ま
え
た

現
状
分
析
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
❹
業
務
改

革
で
生
み
出
さ
れ
た
人
的
資
源
の
部
署
横
断

的
な
課
題
解
決
等
へ
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁 ⃝

①
複
数
の
業
務
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、
事
務
処
理
の
省
力
化
・
効
率
化
を

進
め
て
お
り
、
現
在
で
は
会
議
録
や
要
約
資

料
の
作
成
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
憂
慮
さ
れ
る
職
員
採
用
難
に
対
し
て
は
、

少
人
数
で
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ
ず

に
効
率
的
な
行
政
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

生
成
Ａ
Ｉ
等
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
な

が
ら
、
活
用
が
見
込
め
る
技
術
の
導
入
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
⃝②
毎
年
度
、
予
算
編
成

時
に
各
課
に
お
い
て
事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
翌
年
度
の
組
織

編
成
に
向
け
て
要
員
調
査
を
実
施
し
、
各
課

が
抱
え
る
業
務
課
題
を
洗
い
出
し
た
上
で
、

質
問 
空
き
家
問
題
が
年
々
深
刻
化
し
て
お

り
、
特
に
豪
雪
に
よ
る
倒
壊
、
景
観
悪
化
、

周
辺
道
路
の
閉
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
❶
空
き
家
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
❷
相
続
放
棄
し
た
特
定
空
き
家
の
対

策
❸
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
❹
活
用
で

き
る
公
共
施
設
の
再
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 ⃝

①
令
和
６
年
度
末
時
点
で
１
，１
０�

８
件
、
５
年
間
で
約
26
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
社
会
情
勢
等
に
よ
り
空
き
家
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
同
様
の
増
加
率
で
推

移
す
る
か
は
不
明
で
す
。
⃝②
定
期
的
な
見
回

り
に
よ
る
状
況
確
認
を
行
い
、
周
囲
に
危
害

を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
場
合
は
緊
急
安
全

措
置
の
実
施
や
略
式
代
執
行
に
よ
る
除
却
を

検
討
し
ま
す
。
⃝③
昨
年
度
は
新
規
登
録
件
数

29
件
、
成
約
件
数
15
件
と
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

内
見
や
相
談
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
成
約
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
⃝④
新
市
誕
生
以
降
、

廃
校
に
な
っ
た
20
校
中
17
校
が
宿
泊
交
流
施

設
や
農
業
関
連
施
設
等
と
し
て
雇
用
や
産
業

振
興
に
寄
与
す
る
ほ
か
、
文
書
保
管
庫
な
ど

と
し
て
も
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

老
朽
構
造
物
・
危
険
樹
木
の
総
点
検

に
つ
い
て
、
❶
大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
や
看

板
の
点
検
方
法
❷
公
園
や
学
校
の
樹
木
の
点

検
状
況
を
伺
う
。

市
川
直
子 

議
員

野
沢
浩
平 

議
員

ど
の
よ
う
に
人
員
配
置
す
べ
き
か
検
討
し
て

い
ま
す
。
⃝③
現
在
は
各
課
に
お
い
て
、
日
々

業
務
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で

す
。
⃝④
業
務
効
率
化
で
生
み
出
さ
れ
る
人
的

リ
ソ
ー
ス
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
談
や
支
援

業
務
に
限
ら
ず
、
て
こ
入
れ
が
必
要
な
部
署

に
振
り
分
け
て
い
く
考
え
で
す
。
ま
た
、
現

在
も
関
係
部
署
が
連
携
し
て
課
題
解
決
に
当

た
る
業
務
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
関
係
部
署
の
連
携
を
強
化
し
、
新
た
な
課

題
や
困
難
事
例
等
に
対
し
て
、
機
敏
に
対
応

で
き
る
組
織
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
き
ま
す
。

答
弁 ⃝

①
大
地
の
芸
術
祭
作
品
及
び
案
内
看

板
は
毎
年
点
検
を
実
施
し
、
安
全
性
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
案
内
看
板
は

適
時
目
視
確
認
を
行
い
、
特
に
悪
天
候
後
に

は
損
傷
や
倒
壊
の
危
険
性
が
な
い
か
確
認
し

て
い
ま
す
。
⃝②
地
元
管
理
団
体
や
指
定
管
理

者
・
学
校
管
理
員
が
通
常
の
維
持
管
理
の
中

で
点
検
を
行
い
、
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

枝
打
ち
や
伐
採
を
実
施
し
、
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
樹
木

医
に
よ
る
調
査
診
断
を
行
い
、
倒
木
の
危
険

性
が
高
い
樹
木
は
優
先
順
位
を
付
け
伐
採
し

て
い
ま
す
。

空き家再生！

●将来人口の推計とシミュレーション
本市の独自推計と社人研の推計との比較（各年10/1現在）�（人）

出典：「第３期十日町市人口ビジョン」（https://www.city.tokamachi.lg.jp/
material/files/group/3/dai3ki_jinkou_bijon.pdf）をもとに
市川直子が2026年6月28日に抜粋・作成

年 本市の
独自推計①

社人研推計（H30）
（①との差）

社人研推計（R5）
（①との差）

R2
（2020） 51,140 ― 49,820

（▲ 1,320）

R7
（2025） 47,552 47,330

（▲ 222）
44,799

（▲ 2,753）

R12
（2030） 44,058 43,571

（▲ 487）
40,416

（▲ 3,642）

R17
（2035） 40,695 39,908

（▲ 787）
36,402

（▲ 4,293）
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（7）

飛
渡
第
一
小
学
校
統
合
後
の
教
育

活
動
継
承
に
つ
い
て

街
中
に
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
を
・

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

質
問 

飛
渡
第
一
小
学
校
の
統
合
に
関
す
る

要
望
書
が
令
和
8
年
4
月
9
日
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
や

保
護
者
の
皆
様
が
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
真

剣
に
考
え
、
苦
渋
の
中
で
大
き
な
決
断
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
❶
今
ま
で
の
飛
渡
第
一

小
学
校
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
つ
い
て
❷
統
合

後
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
の
可
能
性

に
つ
い
て
❸
十
日
町
市
の
財
産
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
認
定
ス
ク
ー
ル
と
い
う
学
校
が
あ
る
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁 ⃝

①
県
内
で
は
31
校
、
本
市
で
は
飛
渡

第
一
小
学
校
と
松
之
山
中
学
校
の
２
校
が
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
飛

渡
第
一
小
学
校
は
、
学
校
と
地
区
が
一
体
と

な
っ
た
ふ
る
さ
と
環
境
学
習
を
積
み
重
ね
、

３
年
以
上
を
か
け
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ブ

ナ
林
体
験
や
飛
渡
川
の
水
質
調
査
、
環
境
保

全
活
動
、
農
産
物
の
栽
培
・
販
売
な
ど
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
展
開
し
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
趣
旨
の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
⃝②
学
校
統
合
が
行
わ
れ
た
場
合
の
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
認
定
は
、
統
合
年
度
の
翌

年
に
統
廃
合
に
伴
う
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加

盟
国
内
審
査
が
行
わ
れ
、
審
査
を
通
過
す
る

と
ユ
ネ
ス
コ
本
部
へ
の
申
請
、
審
査
を
経
て

認
定
と
な
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
の
継
承
は
、
統

質
問 

❶
車
で
移
動
す
る
人
は
ど
こ
で
も
移

動
で
き
る
が
、
徒
歩
で
移
動
す
る
人
、
特
に

高
齢
者
は
ト
イ
レ
を
借
り
る
た
め
だ
け
に
施

設
に
入
り
に
く
い
人
も
い
る
。
各
中
心
地
に

公
衆
ト
イ
レ
を
整
備
で
き
な
い
か
。
❷
清
津

峡
の
バ
ス
停
で
ト
イ
レ
に
困
っ
て
い
る
観
光

客
も
い
る
。
ト
イ
レ
付
き
待
合
室
を
設
置
で

き
な
い
か
。

答
弁 ⃝

①
十
日
町
地
域
で
は
、「
分
じ
ろ
う
」

や
「
十
じ
ろ
う
」、
他
の
地
域
で
は
支
所
庁

舎
な
ど
の
公
共
施
設
で
、
ど
な
た
で
も
ト
イ

レ
を
ご
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
里
地
域
に
お
い
て
は
、「
ユ
ー
モ

ー
ル
」
に
加
え
、
平
日
は
中
里
支
所
の
ト
イ

レ
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
⃝②
清
津
峡
の

バ
ス
停
に
ト
イ
レ
付
き
待
合
室
を
整
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
新

潟
県
や
交
通
事
業
者
、
地
域
の
皆
様
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

を
行
い
ま
す
。

質
問 

家
庭
状
況
の
変
化
や
経
済
状
況
等
、

貧
困
を
理
由
に
行
政
に
援
助
を
求
め
る
の
に

躊
躇
す
る
人
も
い
る
。
女
性
の
健
康
と
権
利

の
尊
重
、
ま
た
性
教
育
の
一
環
と
し
て
、
生

理
用
品
を
学
校
の
ト
イ
レ
に
設
置
で
き
な
い

か
。答

弁 

現
在
、
以
前
か
ら
配
置
済
み
の
松
代

小
学
校
の
ほ
か
、
小
学
校
１
校
、
中
学
校
２

大
嶋
由
紀
子 

議
員

樋
口
富
行 

議
員

合
協
議
の
中
の
重
要
な
議
題
の
一
つ
で
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
学
校
統
合
の
協
議

が
進
ん
で
い
く
中
で
、
中
条
、
飛
渡
地
区
の

皆
様
の
思
い
と
共
に
、
両
校
が
そ
れ
ぞ
れ
大

切
に
し
て
き
た
も
の
を
尊
重
し
な
が
ら
、
共

に
熟
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
⃝③
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
平
和
を
と

い
う
地
域
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
証
で

あ
り
、
意
義
深
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
縄
文

や
里
山
の
自
然
な
ど
、
本
市
の
価
値
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
統
合
後
も
引
き
続
き
そ
の
意
義
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
市
と
し
て
対
応
し
て
い

く
考
え
で
す
。

校
で
個
室
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
の

保
健
室
に
生
理
用
品
を
常
備
し
、
養
護
教
諭

が
子
ど
も
の
求
め
に
応
じ
て
配
布
し
て
い
ま

す
。
個
室
ト
イ
レ
へ
の
配
置
は
心
理
的
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
保
健
室
で
の

配
布
は
児
童
生
徒
の
心
身
の
状
態
や
悩
み
を

把
握
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
大
切
な

機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
双
方
の
利

点
を
生
か
し
な
が
ら
、
必
要
な
時
に
確
実
に

生
理
用
品
を
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
、
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

市内の小学校で唯一の
ユネスコ認定スクール飛渡第一小学校

清津峡入口バス停付近
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中
東
情
勢
か
ら
生
活
を
守
る
対
策
・

学
校
統
合
と
人
口
減
少

雪
問
題
に
つ
い
て

質
問 

原
油
・
ナ
フ
サ
不
足
等
に
よ
る
生
活
、

事
業
者
へ
の
影
響
把
握
、
相
談
窓
口
の
設
置

や
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁 

中
東
情
勢
に
伴
う
事
業
者
向
け
の
相

談
窓
口
は
、
市
内
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
窓
口
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
内

容
や
事
業
者
の
要
望
を
把
握
し
、
必
要
な
情

報
収
集
に
努
め
ま
す
。

質
問 

人
口
減
少
は
、
厳
し
い
現
実
。
文
部

科
学
省
の
手
引
き
に
は
、
学
校
統
合
を
進
め

る
一
方
、
小
規
模
校
を
存
続
さ
せ
る
場
合
の

内
容
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
❶
小
規
模
校
存
続

に
つ
い
て
❷
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校
や
１
校
に
す
る
反
対
の

意
見
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁 ⃝

①
文
部
科
学
省
の
手
引
で
は
、
第
４

章
で
小
規
模
校
を
存
続
す
る
場
合
の
教
育
の

充
実
が
示
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
前
段
に
第
１

章
か
ら
第
３
章
ま
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
児
童

生
徒
の
教
育
条
件
の
改
善
に
向
け
た
学
校
再

編
の
意
義
と
そ
の
手
法
が
多
角
的
か
つ
具
体

的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

児
童
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
の

確
保
を
基
本
に
、
学
校
規
模
の
適
正
化
と
地

域
の
実
情
の
双
方
を
踏
ま
え
た
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
⃝②
サ
テ
ラ
イ
ト
校
に
つ
い
て
、

現
行
制
度
で
は
法
的
な
位
置
付
け
が
な
く
、

質
問 
除
雪
等
で
春
先
、
道
路
修
繕
の
必
要

箇
所
が
多
く
、
交
通
の
支
障
に
な
っ
て
お
り
、

未
だ
に
復
旧
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。

も
っ
と
早
期
に
修
繕
で
き
な
い
も
の
か
。

答
弁 

舗
装
が
傷
ん
で
で
き
た
穴
な
ど
は
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通
報
に
よ

り
、
修
繕
が
必
要
な
箇
所
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。
春
先
の
小
規
模
道
路
修
繕
は
、
３

月
中
に
36
件
を
工
事
契
約
し
、
速
や
か
に
着

手
し
ま
し
た
。
な
お
、
広
範
囲
に
舗
装
が
傷

ん
で
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
修
繕
内
容
を

検
討
し
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

質
問 

冬
期
集
落
保
安
要
員
に
対
し
、
12
月

に
20
万
円
を
支
給
、
４
月
に
精
算
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
支
払
い

形
態
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
で
は
、
冬
期
集
落
安
全
・
安
心
確

富
井
春
美 

議
員

滝
沢

 

繁 

議
員

教
員
配
置
や
運
営
面
で
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
制
度
改
正
の
動
向
を
見
極
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
学
校
整
備
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即
し
た
学
校
環
境
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

人
口
増
加
に
向
か
う
ま
ち
づ
く
り
が

重
要
と
考
え
る
が
、
市
長
は
い
か
が
か
。

答
弁 

県
は
、
今
世
紀
末
に
人
口
１
０
０
万

人
で
の
定
常
化
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
こ

う
し
た
中
で
の
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
人
口
増
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
10
年
、
30
年
先
を
見
据
え
た
地
域
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
市
民
や
議
会
と
議
論
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
回
の
対
応
と
今

後
の
基
準
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

災
害
救
助
法
の
適
用
基
準
値
に
平
均

で
60
セ
ン
チ
到
達
し
て
お
ら
ず
、
今
後
降
雪

が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
県
と
相
談
の
結
果
、

災
害
救
助
法
の
適
用
は
断
念
す
る
と
い
う
流

れ
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
に
も
柔
軟
な
運
用

が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
今
後
の
降
雪

が
見
込
ま
れ
な
い
と
い
う
要
因
が
大
き
く
作

用
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
救
助
法
の
運
用
基
準
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
知
事
か
ら
今
冬
の
状
況
を
踏
ま
え
、

市
町
村
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

基
準
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
、
今
後
、
見
直
し
が
進
む
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

雪が降り続き自然落雪の屋根も
落ちない　　　　　　　　　　

保
対
策
事
業
に
お
い
て
、
保
安
要

員
と
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
に
は
20
万
円
を
前
払

い
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
終
了

後
に
実
績
に
応
じ
て
精
算
す
る
仕

組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

契
約
上
、
中
間
払
い
も
可
能
で
あ

り
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

質
問 

今
冬
、
近
隣
市
で
は
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
が
当
市
で

「４章 小規模校を存続させる場合の教育の充実」
（２）小規模校のメリット最大化策 
○ 教育の機会均等を確保する観点からまず検討しなければならないのは、小規模であるこ

とのメリットを最大限に生かし、児童生徒への教育を充実させる方策です。
【少人数を生かした指導の充実】 
○� 一般に小規模校には下記のようなメリットが存在すると言われています。
① 一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指導を含

めたきめ細かな指導が行いやすい
② 意見や感想を発表できる機会が多くなる
③ 様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる
④ 複式学級においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒が相互に学び合う

活動を充実させることができる
⑤ 運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える
⑥ 教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価な機材でも

比較的少ない支出で全員分の整備が可能である
⑦ 異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことができる 
⑧ 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が展開し

やすい
⑨ 児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域と連携

した効果的な生徒指導ができる

出典：平成27年１月27日　文部科学省
「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」～少子化に対応した活力あ
る学校づくりに向けて～ https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/
micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2015/07/24/1354768_1.pdf
上記手引より富井春美が2026年６月15日に第４章のうち（2）の一部を抜粋したもの
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■
期
　
日

令
和
８
年
７
月
21
日
～
23
日

■
視
察
先

①
宮
城
県
白
石
市
②
岐
阜
県

高
山
市
③
岐
阜
県
飛
騨
市

■
視
察
項
目

①
学
び
の
多
様
化
学
校
に
つ

い
て
②
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
・
整
備
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
③
飛
騨
市
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
事
業
及
び
ヒ
ダ
ス
ケ
事
業

に
つ
い
て

■
期
　
日

令
和
８
年
７
月
22
日
～
24
日

■
視
察
先

①
北
海
道
美
唄
市

②
北
海
道
石
狩
市

■
視
察
項
目

①
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

■
期
　
日

令
和
８
年
５
月
18
日
～
20
日

■
視
察
先

①
②
高
知
県
高
知
市

■
視
察
項
目

①
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
声
と
点

字
の
図
書
館
に
お
け
る
障
が

い
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

視察報告書はコチラ→
※令和８年度分は９月頃掲載予定

各会派の交付申
請書や収支報告
書等はコチラ→

所管事務調査（管外視察）を行いました

令和８年度 政務活動費申請状況

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

【
厚
生
常
任
委
員
会
】

お知らせし
ます!

　十日町市では、地方自治法及び十日町市議会政務活動費の交付に関する条例の規定に基づき、市議会議員の市政
に関する調査研究などの活動に資するために必要な経費の一部として、申請を行った会派※に対し政務活動費を交
付しています。会派に所属する議員１人につき年額15万円を交付し、残額が生じた場合は返還します。
※所属議員が１人の場合も含みます。

●政務活動費交付申請一覧
会　　　派 所　属　議　員  交 付 額（円）

か が や き 富井高志、山家悠平、水落静子、鈴木一郎、市川直子、
滝沢青葉、村山達也 1,050,000

希　　　望 根津年夫、中林寛暁、遠田延雄、大嶋由紀子 600,000
新　成　会 星名大輔、野沢浩平、福崎哲也、俵山　裕 600,000

日本共産党十日町市議団 滝沢　繁、富井春美、樋口富行 450,000
だ　い　ち 小林正夫 150,000

合　　　計 2,850,000
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十
日
町
市
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よ
り

第
91
号
●
発
行
／
十
日
町
市
議
会
　 

●E
-m
ail:t-g

ikai@
city.tokam

achi.lg
.jp

　 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

あ
と
が
き

【お問い合わせ】

十日町市議会事務局
〒948−8501
十日町市千歳町３丁目３番地

市役所本庁舎３階
電話�025-757-3119
FAX�025-757-5999

 

『
た
と
え
明
日
、
世
界
が
終
わ
る

と
し
て
も
今
日
私
は
リ
ン
ゴ
の
木

を
植
え
る
』

　

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
神
学
者
で

あ
る
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
言

葉
で
す
。
結
果
が
ど
う
な
ろ
う
と

希
望
を
捨
て
ず
に
今
を
生
き
、
未

来
を
信
じ
て
目
の
前
の
や
る
べ
き

こ
と
を
淡
々
と
行
う
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

　

我
々
の
使
命
は
議
会
を
通
じ
て

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
を
広

く
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
議
会
の
出
来
事
や
活
動
内
容

を
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
十
日
町
市
の
明
る
い
未

来
を
信
じ
て
今
で
き
る
こ
と
を
ひ

と
つ
ず
つ
皆
様
へ
お
伝
え
し
て
ま

い
り
ま
す
。

�

滝
沢
青
葉

ラジオ「FMとおかまち」（78.3ＭHz）で
一般質問を放送しています!
一般質問をした当日、夕方７時から放送
していますので、ぜひお聴きください。

インターネットで
本会議の様子を配信しています！

　本会議の模様を生中継・録画中継
しています。ホームページからアク
セスしてください。スマートフォン、
タブレットからも視聴
できます。

市議会の詳しい情報は、
十日町市議会のホームページを
ご覧ください。

 十日町市議会 検索

今号の表紙は

の作品です。

十日町高校写真部

　今年度の十日町高校写真部は１年生４名、２年生
９名、３年生３名で活動しています。
　学校行事の撮影やコンテストへの応募、撮影会へ
の参加など、楽しく写真を撮っています。私達らし
い、今しか撮れない写真を撮っていきたいです。

小学生が議会を
傍聴しました

永年在職表彰

　議会が市民生活と深く関わっていること
を学ぶため、６月12日に松代小学校の６
年生12名が６月議会を傍聴しました。

　去る４月23日に開催された第101回北信越市
議会議長会定期総会、および５月27日に開催
された第102回全国市議会議長会定期総会にお
いて、永年在職表彰を受けました。

◎在職20年以上　小 林 正 夫 議員


